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【考察】 ACの病態は，血中EDXの直接の関与というよりも炎症性サイトカインなと、のchemicalmedia tor 
がその病態と密接に関与しており.本病態におけるPTCDは胆汁中EDXの排除やこれらmediatorの過剰
産生の抑制にきわめて有用な治療法であると考えられた。












た炎症性サイトカインとして血清中のInterlcukin1 roccptor antagonist (lL・Jra)， IL・6，lL・8をELISA
法により測定した。その結果 PTCD施行前においては各群の血中EDX濃度に差がみられなかったo しか
し胆汁中EDX濃度はA，8群で著明に上昇し， PTCD施行後に速やかに低下した。一方， A群の血中サ
イトカイン濃度は，その重症度に応じて著明に上昇しており， PTCD施行後多くの症例で-J!上持した後
に低下した。また，その最高値もA群で最も高く， ACの既往を有するB群は既往のないC群と比較して
有志に高値を示した。さらに血中IL-6濃度と胆汁中EDX濃度との聞には正の相関がみられた。
したがって， ACの病態は血中EDXよりも炎症性サイトカインなと、のchemicalmediatorの増減と密接
に関与しており， ACに対するPTCDは胆管内圧の減圧とともに胆汁中EDXの排除やこれらmediatorの過
剰産生の抑制にきわめて意義ある治療法であると考えられる。これらの知見は急性胆管炎の病態解明や治
療法に寄与すると考えられる。よって，著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定され
fこ。
-120-
